
1 はじめに
品川区は、東京湾に面した臨海部と山の手に連

なる台地からなり、古くから交通・交易の拠点と
して栄えてきた。江戸時代には東海道第一の宿と
して賑わい、また明治時代は京浜工業地帯発祥の
地として発展し、現在も羽田空港の国際化や品川
駅への新幹線の乗入れなど、交通の要衝となって
いる。今後はリニア中央新幹線の開業も予定され、
国際都市東京の表玄関として更なる重要な役割を
担おうとしている。これらを背景に都市型観光に
も力を入れ、平成29年にはサンリオキャラクター
「シナモロール」を観光大使に任命し、自然豊か
な水辺や公園、個性的な商店街など、「しながわ」
でしか出会うことのできない多様で魅力的な観光
資源を活用したプロモーションを進めている。

2 品川区とZEB
品川区では、SDGsの各種ゴール達成や、カ

ーボンニュートラル実現に向けた重点的な取組み
として、区有建築物のZEB化を計画的に推進し
ている。最上位行政計画である品川区長期基本計
画では、10年後の目指す姿としてZEBなどの環
境に配慮した建築物の増加を掲げ、まちの将来像
や目指すべき方向性を示した「品川区まちづくり
マスタープラン」や、環境施策などをとりまとめ
た「品川区環境基本計画」においてもZEBを位
置づけ、区有建築物においては、令和9年度まで
に12棟でのZEBなどの認証を取得することとし
ている。令和5年11月までにZEH―Mを含めた
6棟での取得が完了し、ZEBリーディングオー
ナーへ登録した地方自治体において、最多の取得

数を有する。さらには、令和5年度末までに1棟
での新築による取得を目指すとともに、大規模な
改修時期を迎える既存建築物のZEB化について
も検討を進めている。
なお、品川区がZEB化を進める最も大きな目

的として、基礎自治体としての牽引役が挙げられ
る。環境課題の解決には、無理や負担の少ない取組
みを持続させ、習慣化につなげることが必要とさ
れている。パッシブ技術やアクティブ技術の組み
合わせにより建築物そのものの環境性能を高め、
一般的な施設運用において室内環境の質を維持し
つつ大幅な省エネルギー化が実現するZEBは、
その理にあった取組みである。また、ZEBのよう
な新たな取組みは、多くの方が使用し実感するこ
とで、その理解の高まりにつながる。住民にとって
最も身近な行政施設である区有建築物をZEB化
し周知することで、まずはZEBという言葉を知っ
てもらう。さらに面的にZEB化することで触れ
る機会が増加し、ZEBのよさを理解してもらう。
理解の高まりを民間建築物への波及につなげるこ
とで、目指すまちの姿に近づくものと考えている。

3 品川区立環境学習交流施設「エコルと
ごし」について

1） 施設概要
エコルとごしは、未来を担う「子どもたち」を

第一のターゲットに掲げ、体感を重視した展示物
や各種イベントなどを通じて、環境を楽しみなが
ら学べる施設として、令和4年5月に開館した。
また本施設は四季折々の自然と触れ合える「区立
戸越公園」の一角に位置し、公園利用者などの交
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流・休憩の場となる開放感のあるラウンジも備
え、令和4年度は延べ約22万人が来館し、区を代
表する施設の一つである。
国が平成26年に策定した「第4次エネルギー基

本計画」において、ZEBの政策目標を掲げ、翌
年に公開した「ZEBロードマップ検討委員会と
りまとめ」ではZEBの定義が示された。
これを受け、平成29年度にとりまとめた本施設

の基本構想では、緑豊かな公園内に建設する新た
な環境学習の拠点としてふさわしい、環境配慮の
フラッグシップ建築物として整備することを目標
に掲げた。
平成30年度に取りまとめた基本計画において、

区は、ZEBのような建築物による施設運営が将
来にわたって持続可能な環境保全につながるもの
と判断し、ZEB認証を取得することを決定した。
そして、実施設計完了後の令和2年12月、都内公共
建築物初となる「Nearly ZEB」認証を取得した。
■名 称：品川区立環境学習交流施設「エコ

ルとごし」
■建物規模：地上3階・塔屋1階
■敷地面積：1，343．79m2

■建築面積： 937．17m2

■延床面積：1，865．83m2

■構 造：鉄骨造
■基本計画：平成30年5月～平成31年3月
■設計期間：令和元年7月～令和2年10月
■工事期間：令和2年12月～令和4年2月

2） 設計者と工事請負者
本施設は、①指定管理を前提とした運営事業者

（当時は候補者）、②ZEBプランナーとして登録し
た建築物の設計者、③環境学習展示の設計・施工
者の三社が、一体的に事業提案するプロポーザル
を実施し、それぞれの実施者が決定した。
工事請負者は、建築・電気設備・機械設備を分

離し、かつ区内事業者に制限した一般競争入札に
より決定した。地域経済の活性化とともに、今後

工事の増加が想定されるZEB建築物の早期経験
など、区と地元建設団体との意見が一致したこと
などが背景にある。
3） 平面計画
平面計画において、建築物の形状は正方形状と

することで外壁面積の削減を図った。併せて、空
調を必要とする部屋を取り囲むように、外周部に
は機械室やトイレなどの空調を必要としない部屋

写真1 施設全景

写真2 常設展示室

写真3 開口部の深い庇
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を配置することで、内部の室温が変化しにくい計
画とした。一方で公園への眺望などを重視する部
屋は、大きな開口部とともに約3mの深い庇を
設けることで、特に夏場における直射日光の影響
を抑える計画とした。
4） ZEBに関わる技術
建築では、パッシブ技術を最大限導入し、エネ

ルギー需要そのものの削減に努めた。前述の平面
計画での工夫と併せ、外壁面では、開口部におけ
る Low-e ガラスの採用や高断熱化などにより、
熱損失を小さくする計画とした。また、地域の卓
越風を配慮した位置には重力換気窓などを配置
し、通気性の向上を図った。
機械設備や電気設備では、従来からあるアク

ティブ技術を適宜導入し、エネルギー使用の削減
に努めた。
空調においては、運転時間が一定となるラウン

ジや展示室は中央熱源方式とし、機器は空冷ヒー
トポンプチラーに加え、地中熱ヒートポンプチラ
ーを併用した。採熱配管は、都内での揚水規制の
関係からクローズドループによるボアホール型と
し、深さ100mの地中熱交換井を6本設置した。
また天井の高い部屋は、人が活動する床面から約
2m程度の空間を集中的に空調する「居住域空
調」を採用した。
創エネにおいては、屋上に約93kwの太陽光発

電設備を設置した。年平均で1日当たり約215kwh
の発電量を見込んだ。発電条件のよい日中は太陽
光発電のみで施設全体の電気を賄えることもあり、
余剰となった電力は売電を行うこととしている。
併せて120kwhの蓄電池を設置し、平常時には夜
間電力として使用するとともに、災害時は施設内の
照明や機器の一部の電力に使用する計画とした。
5） 木材利用
本施設の名称に使用されている「交流」を、施

設整備の際にも配慮し、区と交流・連携のある自
治体から、内外装材などで使用する木材を調達し

た。自治体間の交流の更なる推進とともに、調達
自治体の持続可能な森林経営の貢献にもつなげて
いる。また地産地消の観点から、都内で森林を有
する多摩地区からも併せて調達した。
木材を多用することで、快適で健康的な室内環

境の創出とともに、木材の特色である高い調湿性
や断熱性から、環境負荷の低減にも期待している。

写真4 屋上に設置した太陽光発電

写真5 木材を多用したラウンジ

写真6 木を使ったイベント
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また、開館後は指定管理者による木を使った各
種環境学習イベントを多数開催し、木材を通じた
環境保全への区民の関心の高まりにつなげている。
これらの取組みなどが評価され、本施設は関係

者との連名により「ウッドデザイン賞2023」を受
賞した。
6） エネルギー削減量の設計値と実績値
本施設における一次エネルギー削減率は、設計

完了時において85％と高い数値が示されたが、設
備機器類の型式が確定した竣工時において改めて
算出を行った結果、省エネにより58％、創エネに
より33％、合計して91％と更なる削減が進み、
Nearly ZEB認証を再取得するに至った。
また、運用初年度となる令和4年度実績の削減

値は、省エネにより66％、創エネにより31％、合
計して97％となり、運用段階においてもNearly
ZEBを達成した。創エネについては、ほぼ設計値
通りであったが、省エネについては設計値からさ
らに8％の削減が進んだこととなる。具体的には
空調によるエネルギー削減が大きく貢献し、冬期
に、建築物の断熱効果から、昼間の暖房運転を停
止したことなどが影響したと考えられる。
運用開始以降、区の営繕所管や施設所管、設計

者、指定管理者などを構成員とした、エネルギー
運用にかかる会議体を毎月開催している。会議で
はBEMSで計測したエネルギー実績値を検証
し、特に空調のより効率的な運用検討を重ねてき
た。例えば地中熱チラーをより効率的に稼働させ
るための調整や、室温データや運営者の体感など
から空調の設定温度の調整などを実施した。なお

設置したBEMSはクラウド化し、関係者への速
やかなデータ共有につなげている。
さらに、ZEBの定義に掲げられている快適性

の検証として、設計者や大学の研究室と連携を図
り、PMVなどの各種実測を夏季と冬季に行った。
測定結果から一定程度の快適性が確認されたが、
エネルギー削減と快適性との更なる両立に向けた
調整を今年度実施し、改めて実測することとして
いる。

4 ZEBの課題
ZEBの課題の一つとして認知度が挙げられる。

エコルとごしで実施した来館者アンケートにおい
て、ZEBの認知度は40％程度であった一方、ZEB
などの環境にやさしい建築物の整備が、省エネ意
識の向上につながるとの意見も少なくない。これ
らを踏まえ、現在区ではエコルとごしを活用した
四つの普及啓発を実施している。
①パネル展示
ZEBの定義や、省エネ・創エネにつながる

設備の解説などを記載したパネルを作製し、各
所に展示をしている。一般の方が理解しやすい
よう簡潔にまとめ、更なる詳しい情報を入手し
たい場合は、QRコードを用いた情報発信を
行っている。
②見える化
エコ見える化モニターと題した情報発信用モ

ニターをエントランスに設置し、太陽光発電量
やエネルギー消費量、空調で使用している地中
熱温度などをリアルタイムに表示をしている。
子どもを含め誰にでも分かりやすく、見やすさ

を重視したデザインとするこ
とで、多くの来館者の関心を
高める工夫を行っている。
③セミナーなどの開催
広く一般の方を対象とした

施設見学として、指定管理者
が「エコルとごしの魅力と図1 令和4年度における一次エネルギー削減量の月別推移
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ZEB関連設備を巡るツアー」を、毎週土・日
曜日に開催している。事業者や自治体などによ
る視察や見学会は、随時受付けしているほか、
設計者などが講師となる「事業者向けZEBセ
ミナー」も併せて開催している。
④「ZEBジュニアガイド」の作成
本施設は、計画段階から区内小学校の社会科

見学として活用することを想定している。その
際、環境学習展示の見学だけではなく、建築物
全体の見学を通じて、ZEBの仕組みなどを学
ぶこととし、子どもにも理解しやすいガイドを
作成・配布をしている。施設内のラックにもガ
イドを配架し、大人からも好評を得ている。
エコルとごし以外のZEB建築物においても、

省エネ・創エネなどの数値の見える化や、ZEB
の定義パネルの展示など、普及啓発を実施してい
る。これらを通じ、多くの方にZEBを知っても
らい、ZEB化された建築物がまち全体に広がっ
ていくことを期待している。

5 おわりに
現在品川区では、区有建築物のZEB化を継続

的に進めているが、より大切なことは認証取得と
ともに運用時においてもZEBを確実に達成させ
ることと捉えている。中には、施設運用時の設備
チューニングなどから施設管理への不安・負担な
どの声も聞かれるが、この1年間の検証から、一
般的な運用を心がけることでZEBの達成は十分
可能である。これらを踏まえ、年間のエネルギー
削減実績は区HPに逐次掲載し、情報の公開に
も努めているところである。
世界を見渡すと、SDGsやカーボンニュート

ラルといった大きな目標を掲げ、達成に向けた
様々な取組みが進められている。生活スタイルを
強制的に変えるような「我慢型」の取組みとは異
なるZEBは、これらの目標達成に大きく寄与す
るものと考える。2050年まで30年を切った現在、
未来を担う子どもたちのためにも、今できること
として、今後も絶え間なくZEB化を進めていく。

図2 エコルとごしのZEB関連設備等を紹介した「ZEBジュニアガイド」
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